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●
特
権
階
級
と
地
方
官
吏

　
人
民
政
府
は
「
人
民
」
の
名
に
お
い

て
、
人
間
社
会
を
円
滑
に
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
す
る
役
目
を
担
わ
さ
れ
て
い
る
が
、

こ
の
社
会
は
一
握
の
党
幹
部

が
一
方
的
な
権
力
を
握
っ

て
、
専
制
政
治
を
行
う
国
家

で
あ
る
。
こ
う
し
た
国
家
で

は
必
ず
裏
と
表
が
表
面
化
し

て
浮
き
彫
り
に
な
り
、
共
産

主
義
の
第
一
の
テ
ー
ゼ
で

あ
っ
た「
平
等
」は
遥
か
彼
方

に
引
き
下
が
る
。

　
表
門
は
建
前
上
の
狭
き
入

口
で
あ
り
、
裏
門
は
一
握
の

特
権
階
級
の
た
め
の
隠
さ
れ

た
入
口
で
あ
る
。
こ
う
し
た

ゾ
ウ
ホ
ウ
メ
ン

裏
門
を
中
国
で
は「
走
後
門
」

と
い
う
。

　
こ
の
走
後
門
は
「
赤
い
後

継
者
」
と
い
わ
れ
る
幹
部
の

子
弟
の
た
め
に
、
裏
側
で
存

在
し
て
い
る
裏
口
で
、
庶
民

が
経
済
的
精
神
的
苦
慮
し
て

い
る
中
で
、
こ
こ
だ
け
は
共

産
主
義
の
建
前
に
は
似
合
わ

な
い
別
世
界
と
な
っ
て
い

る
。「
赤
い
後
継
者
」
た
ち
は

不
可
能
を
可
能
に
す
る
特
権

が
与
え
ら
れ
て
い
て
、
常
に

優
遇
さ
れ
た
立
場
で
庶
民
の

上
に
君
臨
し
て
い
る
。

　
こ
う
し
た
現
実
を
踏
ま
え

て
、
中
国
の
若
者
は
今
日
に

至
っ
て
も
奪
権
欲
が
強
い
。

こ
れ
は
恐
ら
く
文
化
大
改
革

の
影
響
で
あ
ろ
う
。
権
力
を

手
に
入
れ
れ
ば
、
欲
し
い
も

の
は
金
が
な
く
て
も
手
に
入

れ
る
事
が
出
来
、
愛
情
す
ら

も
手
に
入
れ
ら
れ
る
と
信
じ

て
い
る
傾
向
が
、
若
者
に
は

強
い
。

　
ま
た
拝
金
主
義
の
伝
統
を

持
つ
中
国
は
、
金
さ
え
あ
れ

ば
社
会
的
地
位
は
自
ず
か
ら

高
く
な
り
、
物
質
生
活
に
も

恵
ま
れ
る
と
考
え
て
い
る
。

だ
か
ら
若
者
の
欲
望
は
「
権

力
」
で
あ
り
「
金
」
で
あ
る
。

　
複
雑
な
社
会
構
造
を
持

つ
、
北
京
や
上
海
な
ど
の
都

会
で
は
悪
ど
い
実
体
は
、
巧

妙
で
見
る
こ
と
が
出
来
な
い
が
、
地
方

で
は
売
店
の
店
員
ま
で
が
、「
走
後
門
」

方
式
の
媚
び
を
売
る
。

　
売
店
の
定
員
の
多
く
は
、
警
察
官
や

医
者
や
党
幹
部
と
癒
着
し
、
隠
然
た
る

力
を
以
て
、
小
さ
な
暴
君
に
成
り
下

が
っ
て
い
る
。
人
民
に
供
給
す
る
食
糧

も
定
員
の
意
向
次

第
で
、不
平
等
が
生

ま
れ
、良
質
の
も
の

は
階
級
の
上
の
者

か
ら
順
に
配
給
さ

れ
る
こ
と
に
な
る
。

肉
、魚
貝
類
、野
菜
、

加
工
食
品
、幼
児
に

飲
ま
せ
る
こ
の
ミ

ル
ク
、
医
療
品
、
衣

類
な
ど
は
、党
幹
部

や
警
官
が
持
ち

去
っ
た
後
の
僅
か

ば
か
り
が
、
庶
民

に
、整
列
順
に
配
給

さ
れ
る
。

●
中
華
人
民
共
和

国
の
紅
十
字
会

　
日
本
人
に
は「
紅

十
字
会
」と
い
う
と

あ
ま
り
聞
き
慣
れ

な
い
名
前
で
あ
る
。

分
か
り
や
す
く
言

え
ば
中
国
版
の
赤

十
字
社
の
事
で
あ

り
、し
か
し
こ
れ
は

極
め
て
巧
妙
に
偽

装
さ
れ
て
い
る
。中

国
で
は
公
安
当
局

の
窓
口
と
な
る
の

が
、紅
十
字
会
で
あ

り
、残
留
孤
児
で
当

時
、中
国
に
置
き
去

り
に
さ
れ
た
日
本

人
ら
は
、
今
も
な

お
、公
安
当
局
の
厳

し
い
監
視
の
中
で

生
き
て
い
る
。

　
そ
し
て
一
部
の

思
想
的
無
害
と
認

め
ら
れ
た
一
部
の

日
本
人
が
、日
中
赤

十
字
協
定
に
随
い
、

帰
国
を
申
し
出
た

も
の
を
吟
味
し
て
、

日
本
に
帰
国
さ
せ

る
が
、
そ
の
多
く

は
、公
安
当
局
の
妨

害
に
あ
り
、
同
時
に
迫
害
を
受
け
続
け

て
い
る
の
で
あ
る
。

　
紅
十
字
会
は
中
華
人
民
共
和
国
の
外

交
部
と
公
安
部
に
属
し
、
人
道
や
医
療

と
は
何
の
関
係
も
な
い
、
実
体
の
無
い

組
織
で
あ
り
、
表
面
的
に
は
「
赤
十
字
」

の
名
を
用
い
、
赤
十
字
の
名
で
活
動
す

る
時
は
、
団
長
に
有
識
者
な
ど
の
有
名

人
を
据
え
、
外
交
部
と
公
安
部
か
ら
派

遣
さ
れ
た
ス
タ
ッ
フ
で
チ
ー
ム
を
作
っ

て
演
出
班
な
る
も
の
を
組
織
す
る
。
こ

の
組
織
は
中
国
の
最
高
権
力
機
関
の
公

安
部
で
あ
り
、
こ
の
ト
ッ
プ
が
、
人
道

や
医
療
の
名
を
借
り
て
日
中
間
の
工
作

活
動
を
す
る
の
で
あ
る
。

　
特
に
北
京
紅
十
字
会
総
会
本
部
は
最

高
機
関
工
作
員
が
お
り
、
警
察
国
家
と

し
て
猛
威
を
振
る
っ
て
い
る
。

　
中
国
大
陸
を
警
察
国
家
に
し
て
い
る

公
安
部
は
、
次
に
示
す
八
つ
の
部
署
に

別
れ
て
い
る
。
こ
の
切
っ
掛
け
を
作
っ

た
の
は
、
一
九
八
〇
年
代
、
経
済
改
革

と
対
外
的
開
放
を
予
期
し
て
の
こ
と
で

あ
り
、
当
時
公
安
部
に
は
「
出
入
国
管

理
局
」
が
増
設
さ
れ
、
第
六
局
で
あ
っ

た
「
労
改
工
作
管
理
局
」
と
「
労
教
工

作
管
理
局
」
を
「
司
法
部
」
に
移
し
、
逆

ぼ
う
ち
ょ
う

ス
パ
イ
業
務
と
防
諜
業
務
を
分
離
し

て
、
国
外
に
触
手
を
伸
ば
す
「
国
家
安

全
部
」
を
設
立
し
た
。

　
ち
な
み
に
第
一
局
は
政
治
思
想
に
関

す
る
調
査
と
保
衛
。

　
第
二
局
は
経
済
、
企
業
に
関
す
る
調

査
と
保
衛
。

　
第
三
局
は
治
安
、
戸
籍
お
よ
び
身
分

証
明
書
の
管
理
。

　
第
四
局
は
国
境
、
港
湾
、
空
港
、
駅

の
監
視
。

　
第
五
局
は
武
装
公
安
軍
な
ら
び
に
国

家
警
備
。

　
第
六
局
は
強
制
労
働
、
生
建
公
司
の

管
理
。

　
第
七
局
は
国
内
に
対
す
る
調
査
と
捜

査
。

　
第
八
局
は
人
事
に
関
す
る
調
査
と

な
っ
て
い
る
。

　
中
国
各
地
の
観
光
地
に
は
、
公
安
当

局
に
所
属
す
る
観
光
客
相
手
の
対
外
連

絡
部
、
公
安
部
、
旅
遊
局
に
属
し
て
い

る
寺
院
の
僧
侶
ら
が
監
視
役
に
当
り
、

こ
れ
を
指
揮
統
制
す
る
の
は
、
中
国
共

産
主
義
青
年
団
の
幹
部
で
あ
り
、
彼
等

は
「
共
青
団
員
」
と
呼
ば
れ
、
外
国
人

観
光
客
を
徹
底
的
に
マ
ー
ク
し
、
同
時

に
検
察
工
作
を
行
い
、
党
中
央
検
察
工

作
隊
員
で
も
あ
る
。

　
ま
た
、
北
朝
鮮
の
工
作
員
と
も
接
点

を
持
ち
、
彼
等
を
手
下
と
し
て
支
配
す

る
と
共
に
、
彼
等
に
唯
物
論
の
学
習
と

検
察
工
作
の
重
要
任
務
を
与
え
、
彼
等

を
背
後
で
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
て
い
る
。

彼
等
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
手
立
て

は
、
経
済
や
政
治
、
軍
事
や
国
家
工
作

な
ど
の
指
令
を
下
す
。
北
朝
鮮
平
壌
市

の
地
下
鉄
工
事
を
完
成
さ
せ
た
の
は
、

中
国
人
民
解
放
軍
工
兵
隊
で
あ
り
、
こ

の
工
事
は
検
察
工
作
隊
の
幹
部
の
指
示

に
よ
っ
て
遂
行
さ
れ
、
北
朝
鮮
は
工
作

隊
か
ら
操
ら
れ
る
恰
好
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト

と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
ま
た
、
中
国
の
麻
薬
輸
出
国
は
北
朝

鮮
で
あ
り
、
北
朝
鮮
は
中
国
産
の
麻
薬

を
入
手
す
る
事
に
よ
っ
て
、
そ
れ
を
外

貨
獲
得
の
ビ
ジ
ネ
ス
に
し
て
い
る
。

　
北
朝
鮮
は
は
現
在
に
至
っ
て
も
、
中

国
か
ら
様
々
な
支
援
を
受
け
て
い
る
。
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朝
鮮
戦
争
の
折
は
、
中
国
人
民
志
願
軍

の
兵
士
が
朝
鮮
人
の
為
に
、
多
く
死
ん

だ
。
で
は
何
故
、
中
国
は
北
朝
鮮
を
支

援
す
る
の
か
。

　
こ
こ
に
は
中
国
が
展
開
す
る
「
プ
ロ

レ
タ
リ
ア
国
際
主
義
」
な
る
も
の
が
朝

鮮
戦
争
当
時
、
働
い
て
い
た
か
ら
だ
。

共
産
主
義
の
歴
史
か
ら
見
て
、
北
朝
鮮

は
旧
ソ
連
の
属
国
的
な
歴
史
し
か
な

く
、
日
中
戦
争
当
時
、
日
本
軍
が
大
陸

リ
ー
ベ
ン
グ
イ
ズ

に
進
出
す
る
と
、「
日
本
鬼
子
（
日
本

軍
）
が
中
国
を
侵
略
し
た
後
、
朝
鮮
人

ホ
ウ
ジ
ア
フ
ー
ウ
エ
イ

の
兵
隊
ヤ
ク
ザ
は
《
狐
仮
虎
威
》（
虎
の

づ
ら

威
を
藉
る
狐
）
で
、
日
本
人
面
し
て
中

い
じ

国
人
を
虐
め
ま
く
り
、
女
郎
屋
と
ヘ
ロ

イ
ン
の
多
角
経
営
で
稼
ぎ
ま
く
り
、
し

か
も
朝
鮮
戦
争
及
ん
で
は
、
農
民
か
ら
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歴史を工学的に科学する

半
強
制
的
に
組
織
さ
れ
た
中
国
人
民
志

願
軍
の
兵
士
が
多
く
死
ん
で
い
っ
た
。

　
で
は
何
故
、
中
国
は
朝
鮮
人
の
肩
を

持
つ
の
か
。
中
国
流
に
言
え
ば
、
中
国

語
に
長
け
た
朝
鮮
人
は
、
中
国
語
の
で

た
ち

き
な
い
日
本
人
よ
り
も
陰
険
で
質
が
悪

い
。
何
事
も
根
に
持
ち
、
水
に
流
す
度

量
も
、
寛
容
さ
も
な
い
。
ま
さ
に
『
論

し
よ
う
じ
ん

語
』
に
出
て
来
る
《
小
人
》
で
あ
る
。

　
し
か
し
そ
れ
に
も
関
わ
ら
ず
、
中
国

は
朝
鮮
半
島
が
ア
メ
リ
カ
帝
国
主
義
勢

力
の
ア
ジ
ア
か
ら
の
排
除
と
、
日
本
を

解
放
す
る
為
の
最
大
の
足
掛
か
り
と
し

き
よ
う
と
ほ

て
、
北
朝
鮮
に
橋
頭
堡
を
築
こ
う
と
し

て
い
る
の
で
あ
る
。
朝
鮮
半
島
こ
そ
、

ア
ジ
ア
に
於
て
は
戦
略
価
値
が
大
き
い

み
な

と
看
做
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

米
国
イ
オ
ン
ド
大
学
教
授
　

曽
川
和
翁

（
そ
の
四
十
二
）

▼
聖
地
に
絡
む
宗
教
戦
争
▲

こ
れ
に
応
え
て
イ
エ
ス
は
云
っ
た
。

　
「
あ
な
た
た
ち
の
中
で
罪
の
な
い

人
が
、
ま
ず
こ
の
女
に
石
を
投
げ

よ
」
（
『
ヨ
ハ
ネ
に
よ
る
福
音
書
』

第
八
章
7
）

　
こ
れ
を
聞
い
た
人
々
は
、
「
老
人

を
は
じ
め
、
一
人
一
人
去
っ
た
」

（
『
ヨ
ハ
ネ
に

よ
る
福
音
書
』

第
八
章
9
）

　
そ
し
て
誰
一

人
と
し
て
、
刑

を
執
行
す
る
者

が
居
な
か
っ
た

の
で
あ
る
。

　
ユ
ダ
ヤ
教
に

於
て
は
、
死
刑

執
行
は
石
打
ち

の
刑
で
あ
る
。

こ
れ
は
役
人
が

刑
を
執
行
す
る

の
で
は
な
く
、

民
衆
が
自
主
的
に
、
誰
に
命
ぜ
ら
れ

る
事
も
な
く
行
う
の
で
あ
る
。
裁
判

は
民
衆
参
加
の
陪
審
制
で
あ
る
が
、

刑
を
執
行
す
る
の
は
民
衆
で
あ
る
。

ユ
ダ
ヤ
教
や
イ
ス
ラ
ム
教
で
は
、
民

衆
は
喜
ん
で
刑
の
執
行
に
参
加
す
る

の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
刑
の
執
行
は

民
衆
に
と
っ
て
、
娯
楽
の
一
つ
で

あ
っ
た
の
で
あ
る
。

　
「
あ
な
た
達
の
中
で
罪
の
な
い
人

が
、
ま
ず
こ
の
女
に
石
を
投
げ
よ
」

の
イ
エ
ス
の
言
葉
は
、
死
刑
執
行
者

の
資
格
を
問
う
た
の
で
あ
る
。

　
姦
通
の
現
行
犯
で
逮
捕
さ
れ
た
女

の
有
罪
は
明
白
で
あ
る
。
モ
ー
セ
の

「
姦
淫
す
る
な
」
の
法
律
に
違
反
し

た
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
イ
エ
ス
の

「
罪
な
き
者
に
限
っ
て
、
刑
は
執
行

で
き
る
」
と
し
た
の
は
、
本
来
な
ら

ば
、
罪
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
刑
は

執
行
出
来
た
の
に
、
イ
エ
ス
の
一
言

は
、
「
罪
を
犯
し
て
も
、
処
刑
さ
れ

な
い
」
と
い
う
結
果
を
生
み
出
し
た

の
で
あ
る
。

　
元
々
、
罪
と
刑
は
対
応
す
る
よ
う

に
律
法
は
作
ら
れ
て
い
る
。

　
人
間
の
外
面
的
な
行
動
律
に
捕
わ

れ
れ
ば
、
ど
う
し
て
も
対
応
せ
ざ
る

を
得
な
い
。
し
か
し
イ
エ
ス
の
一
言

で
、
こ
れ
ま
で
の
原
則
は
覆
さ
れ
た

の
で
あ
る
。
こ
こ
に
以
降
、
重
要
な

意
味
を
持
つ
事
に
な
る
。

　
欲
情
を
抱
い
て
、
女
を
見
た
だ
け

で
、
心
の
中
で
は
姦
淫
し
た
事
に
な

る
か
ら
で
あ
る
。
最
早
こ
う
な
る

と
、
総
て
の
人
間
が
罪
人
に
な
り
、

こ
れ
に
該
当
し
な
い
人
間
は
禁
欲
者

の
み
と
な
る
。
自
然
で
あ
る
べ
き
人

間
の
姿
は
、
此
処
で
無
理
に
抑
え
込

ま
れ
、
感
情
の
起
っ
た
事
に
対
し

て
、
罪
の
意
識
を
抱
か
ね
ば
な
ら
な

い
か
ら

で
あ

る
。
そ

し
て
頭

の
中
で

思
索
す

る
、
あ

る
い
は

思
い
浮

か
べ
、

考
え
て

い
る
事

ま
で
禁

止
し
た

の
で
あ

る
。

　
こ
の
狙
い
は
、
罪
の
意
識
に
陥
れ

る
為
に
仕
組
ま
れ
た
罠
で
あ
っ
た
事

が
分
か
る
。
そ
し
て
こ
の
裏
に
は
、

禁
欲
主
義
を
強
制
し
て
、
人
間
の
苦

し
み
や
悩
み
を
意
図
的
導
き
出
し
、

地
獄
へ
の
創
造
を
つ
く
り
出
し
た
の

で
あ
る
。

　
こ
こ
に
キ
リ
ス
ト
教
が
、
キ
リ
ス

ゆ
が

ト
の
死
後
、
歪
め
ら
れ
た
教
義
を

持
っ
て
い
る
現
実
が
あ
る
。

▲ヨルダン／パン売りの少年


